
一

本
書
は
、
主
に
明
治
期
か
ら
昭
和
戦
前
期
に
か
け
て
の
警
察
行
政
や
治
安
法
制

の
研
究
に
従
事
さ
れ
て
い
る
中
澤
俊
輔
氏
（
以
下
、
著
者
）
の
初
の
単
著
で
あ
り
、

治
安
維
持
法
の
制
定
か
ら
廃
止
に
至
る
政
治
過
程
を
実
証
的
に
描
い
た
作
品
で
あ

る
。本

書
の
構
成
を
以
下
に
記
す
。

は
じ
め
に

第
一
章

「
危
険
思
想
」
の
発
見

１

治
安
維
持
法
を
め
ぐ
る
四
者
／
２

明
治
・
大
正
の
思
想
問
題
／
３

過
激
社
会
運
動
取
締
法
案
の
挫
折

第
二
章

治
安
維
持
法
の
成
立

１

「
日
ソ
国
交
樹
立
」
と
「
ア
メ
と
ム
チ
」
／
２

起
草
と
反
対
運
動
／

３

審
議

第
三
章

迷
走
す
る
「
結
社
」
取
り
締
ま
り

１

「
赤
化
宣
伝
」
／
２

京
都
学
連
事
件
／
３

三
・
一
五
事
件

第
四
章

一
九
二
八
年
の
改
正

１

緊
急
勅
令
案
の
諮
詢
ま
で
／
２

緊
急
勅
令
の
承
認
ま
で
／
３

改
正

治
安
維
持
法
の
運
用

第
五
章

膨
張
の
一
九
三
〇
年
代

１

再
改
正
へ
の
布
石
／
２

転
向
／
３

再
改
正
の
挫
折
／
４

膨
張
の

過
程

第
六
章

新
治
安
維
持
法
と
戦
争

１

一
九
四
一
年
の
改
正
／
２

太
平
洋
戦
争
下
の
治
安
維
持
法
／
３

植

民
地
へ
の
適
用

終
章

終
焉
、
そ
し
て
戦
後

１

罪
と
罰
／
２

治
安
維
持
法
が
残
し
た
も
の

【
書
評
】
中
澤
俊
輔
『
治
安
維
持
法
―
な
ぜ
政
党
政
治
は

「
悪
法
」
を
生
ん
だ
か
』（
中
公
新
書
、
二
〇
一
二
年
）

加

藤

祐

介

東
京
大
学
日
本
史
学
研
究
室
紀
要

第
十
八
号

二
〇
一
四
年
三
月
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二

本
書
の
内
容
を
確
認
し
た
い
。
以
下
、
本
書
か
ら
の
引
用
に
際
し
て
は
本
文
中

に
引
用
し
た
頁
を
記
す
。
ま
た
〔

〕
は
評
者
に
よ
る
補
足
で
あ
る
。

「
は
じ
め
に
」
で
は
、
研
究
史
の
整
理
と
本
書
の
課
題
設
定
が
な
さ
れ
て
い
る
。

そ
こ
で
著
者
は
、
治
安
維
持
法
を
扱
っ
た
既
存
の
研
究
は
、
内
務
・
司
法
両
省
の

構
想
と
そ
の
相
克
に
着
目
す
る
一
方
で
、
立
憲
政
友
会
・
憲
政
会
（
立
憲
民
政

党
）
に
つ
い
て
は
「
共
産
党
を
弾
圧
す
る
体
制
側
の
勢
力
」
と
し
て
触
れ
る
に
留

ま
り
、
そ
の
内
在
的
な
分
析
が
不
十
分
で
あ
っ
た
と
し
た
上
で
、
本
書
の
課
題
を

「
治
安
維
持
法
の
成
立
か
ら
廃
止
に
至
る
ま
で
の
経
緯
を
、
政
党
の
役
割
に
着
目

し
て
再
検
討
す
る
こ
と
で
、
戦
前
日
本
の
政
党
政
治
の
特
徴
を
描
」
く
と
い
う
点

に
設
定
し
て
い
る
（
�
頁
）。
ま
た
そ
れ
に
際
し
て
は
、「
治
安
維
持
法
は
な
ぜ
、

護�

憲�

三�

派�

の�

連�

立�

政�

権�

で�

あ�

る�

加�

藤�

高�

明�

内�

閣�

で�

、『
結�

社�

』
を�

取�

り�

締�

ま�

る�

法�

と�

し�

て�

成
立
し
た
の
か
」
と
い
う
問
い
を
始
め
に
検
討
す
る
と
し
て
い
る
（
�
頁
、

傍
点
原
文
）。

第
一
章
で
は
、
治
安
法
制
を
め
ぐ
る
ア
ク
タ
ー
の
配
置
と
、
過
激
社
会
運
動
取

締
法
案
が
廃
案
に
至
る
過
程
（
一
九
二
二
年
）
に
つ
い
て
分
析
さ
れ
て
い
る
。
治

安
法
制
を
め
ぐ
っ
て
は
、
共
産
主
義
取
り
締
ま
り
の
必
要
を
認
識
し
つ
つ
も
社
会

運
動
に
対
し
て
は
比
較
的
に
寛
容
で
あ
っ
た
内
務
省
と
、
社
会
運
動
・
学
問
・
言

論
に
対
し
厳
格
な
取
り
締
ま
り
を
志
向
し
た
司
法
省
と
の
間
で
路
線
の
対
立
が
あ

り
、
政
友
会
は
司
法
省
と
、
憲
政
会
は
内
務
省
と
そ
れ
ぞ
れ
親
和
性
を
深
め
る
と

い
う
枠
組
み
が
示
さ
れ
る
。
し
か
し
二
二
年
に
提
出
さ
れ
た
過
激
社
会
運
動
取
締

法
案
は
、
法
案
に
曖
昧
な
文
言
を
含
ん
で
い
た
た
め
に
野
党
（
憲
政
会
、
立
憲
国

民
党
）
及
び
貴
族
院
の
反
発
を
受
け
、
ま
た
内
務
・
司
法
両
省
の
足
並
み
が
乱
れ

て
い
た
こ
と
も
あ
っ
て
、
審
議
未
了
廃
案
と
な
る
。
以
上
の
経
過
に
つ
い
て
著
者

は
、
こ
の
後
へ
の
展
望
も
含
め
て
、
以
下
の
よ
う
に
述
べ
る
（
二
三
頁
）。

こ
う
し
た
失
敗
の
要
因
は
、
翻
っ
て
取
締
法
を
成
立
さ
せ
る
条
件
を
示
唆
す
る
。

す
な
わ
ち
�
法
案
か
ら
曖
昧
な
文
言
や
宣
伝
罪
を
除
く
こ
と
、
�
内
務
省
と
司

法
省
の
意
見
を
一
致
さ
せ
る
こ
と
、
�
衆
議
院
と
貴
族
院
を
説
得
す
る
こ
と
、

�
政
友
会
と
憲
政
会
を
包
摂
す
る
政
権
を
つ
く
る
こ
と
、
で
あ
る
。
後
に
治
安

維
持
法
を
制
定
す
る
護
憲
三
派
内
閣
は
、
ま
さ
に
こ
れ
ら
の
条
件
を
満
た
し
て

い
た
。

第
二
章
で
は
、
治
安
維
持
法
の
制
定
過
程
に
お
け
る
内
務
・
司
法
両
省
の
動
向

と
、
加
藤
高
明
内
閣
が
果
た
し
た
役
割
に
つ
い
て
分
析
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
本
章

に
お
い
て
著
者
は
、
内
務
省
と
司
法
省
の
路
線
対
立
を
説
明
す
る
に
際
し
、
前
章

で
提
示
し
た
枠
組
み
に
加
え
、
内
務
省
は
ソ
連
要
因
を
重
視
す
る
一
方
で
、
司
法

省
は
国
内
の
思
想
状
況
を
重
視
す
る
傾
向
が
あ
っ
た
と
い
う
理
解
を
提
示
し
て
い

る
。
と
こ
ろ
で
治
安
維
持
法
の
成
立
要
因
に
つ
い
て
は
、
普
通
選
挙
法
を
認
め
る

条
件
と
し
て
枢
密
院
が
要
求
し
た
と
す
る
「
ア
メ
と
ム
チ
」
説
と
、
ソ
連
と
の
国

交
回
復
を
契
機
と
し
て
コ
ミ
ン
テ
ル
ン
の
思
想
宣
伝
を
警
戒
し
た
と
す
る
「
日
ソ

国
交
樹
立
」
説
と
が
存
在
す
る
。
こ
れ
に
対
し
著
者
は
、
二
つ
の
説
の
意
義
を
正

当
に
評
価
し
つ
つ
も
、
同
時
に
「
一
面
的
で
も
あ
る
」
と
し
て
、
内
政
と
外
交
の

統
合
主
体
で
あ
り
、
な
お
か
つ
憲
政
会
・
政
友
会
・
貴
族
院
・
内
務
省
・
司
法
省

の
意
思
の
統
合
主
体
で
あ
っ
た
加
藤
内
閣
の
存
在
こ
そ
「
治
安
維
持
法
が
一
九
二

五
年
に
成
立
し
た
最
大
の
要
因
」
で
あ
っ
た
と
す
る
（
三
二
頁
）。
そ
の
加
藤
内

閣
の
構
想
と
は
、
治
安
維
持
法
に
よ
っ
て
共
産
主
義
・
無
政
府
主
義
を
掲
げ
る
結

社
を
取
り
締
ま
る
一
方
で
ソ
連
と
の
間
で
思
想
宣
伝
を
取
り
締
ま
る
協
定
を
結
ぶ

と
い
う
も
の
で
あ
り
、
日
ソ
基
本
条
約
（
一
九
二
五
年
）
に
よ
っ
て
後
者
の
意
図

が
一
応
達
成
さ
れ
た
こ
と
で
、
治
安
維
持
法
は
そ
の
規
制
対
象
を
結
社
行
為
に
限
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定
す
る
形
で
成
立
し
た
と
す
る
。
ま
た
治
安
維
持
法
案
の
作
成
過
程
に
お
い
て
提

示
さ
れ
た
法
制
局
案
（「
国
体
」
と
い
う
文
言
を
除
い
て
目
的
事
項
を
具
体
化
し
、

刑
罰
を
大
幅
に
軽
減
す
る
内
容
）
に
着
目
し
、「
お
そ
ら
く
法
制
局
は
、
加
藤
内

閣
の
意
向
を
汲
ん
で
取
り
締
ま
り
を
緩
め
よ
う
と
し
た
と
推
測
さ
れ
る
」
と
い
う

解
釈
を
提
示
し
て
い
る
の
が
印
象
的
で
あ
る
（
四
七
〜
四
八
頁
）。
な
お
閣
議
決

定
さ
れ
た
治
安
維
持
法
案
の
第
一
条
は
、「
国
体
若
は
政
体
を
変
革
し
又
は
私
有

財
産
制
度
を
否
認
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
結
社
を
組
織
し
又
は
情
を
知
り
て
之

に
加
入
し
た
る
者
は
十
年
以
下
の
懲
役
又
は
禁
錮
に
処
す
。
前
項
の
未
遂
罪
は
之

を
罰
す
。」
と
い
う
文
言
で
あ
り
、
内
務
省
及
び
小
川
平
吉
司
法
大
臣
の
説
明
に

よ
れ
ば
、
こ
の
う
ち
の
「
政
体
変
革
」
条
項
は
衆
議
院
を
保
護
・
尊
重
す
る
意
味

を
含
ん
で
い
た
（
五
八
頁
）。
し
か
し
こ
の
条
項
は
、「
法
に
よ
っ
て
議
会
制
度
を

保
護
す
る
よ
り
も
、
法
に
縛
ら
れ
ず
政
治
活
動
の
自
由
を
確
保
す
る
こ
と
」
を
志

向
し
た
衆
議
院
の
意
向
に
よ
り
削
除
さ
れ
た
と
す
る
（
六
二
頁
）。

第
三
章
で
は
、
政
党
内
閣
の
思
想
宣
伝
対
策
が
十
分
な
成
果
を
挙
げ
ず
に
、
結

局
は
治
安
維
持
法
改
正
（
一
九
二
八
年
）
へ
と
収
斂
し
て
い
く
過
程
が
分
析
さ
れ

て
い
る
。
著
者
は
、
昭
和
初
期
の
政
党
内
閣
に
は
思
想
宣
伝
対
策
と
し
て
五
つ
の

選
択
肢
が
あ
っ
た
と
す
る
。
そ
れ
は
、「
�
ソ
連
か
ら
の
渡
航
者
や
帰
国
者
の
行

動
を
監
視
し
、
ソ
連
へ
の
入
国
を
制
限
す
る
」、「
�
日
ソ
基
本
条
約
第
五
条
の

『
宣
伝
禁
止
条
項
』
を
利
用
し
て
ソ
連
に
宣
伝
を
や
め
さ
せ
る
」、「
�
出
版
法
を

改
正
し
て
宣
伝
の
取
り
締
ま
り
を
強
化
す
る
」、「
�
治
安
維
持
法
の
協
議
罪
・
煽

動
罪
を
適
用
す
る
」、「
�
治
安
維
持
法
を
改
正
し
て
宣
伝
を
処
罰
で
き
る
よ
う
に

す
る
」
と
い
う
も
の
で
あ
り
、
加
藤
高
明
・
若
槻
礼
次
郎
内
閣
は
「
�
と
�
を
重

視
し
た
が
、
効
果
が
得
ら
れ
ず
�
の
京
都
学
連
事
件
に
至
っ
た
」
と
さ
れ
、
田
中

義
一
内
閣
は
「
�
と
�
を
推
進
し
た
が
、
三
・
一
五
事
件
で
治
安
維
持
法
の
欠
陥

〔＝

共
産
党
の
党
籍
を
持
た
な
い
シ
ン
パ
を
有
効
に
取
り
締
ま
り
得
な
い
こ
と
〕

が
浮
き
彫
り
と
な
り
、
�
に
至
っ
た
」
と
さ
れ
る
（
六
八
〜
六
九
頁
）。
特
に
著

者
は
、
田
中
内
閣
が
直
線
的
に
�
に
向
か
っ
た
わ
け
で
は
な
く
当
初
は
�
の
構
想

を
持
っ
て
い
た
こ
と
、
ま
た
「
政
・
官
・
学
の
人
材
が
出
版
の
自
由
を
議
論
す
る

場
」
と
し
て
結
果
的
に
機
能
し
た
「
警
保
委
員
会
」（
二
七
〜
二
八
年
）
を
設
置

し
た
こ
と
（
八
三
〜
八
六
頁
）
を
強
調
し
、
田
中
内
閣＝

反
動
と
い
う
通
説
的
な

見
方
に
一
定
の
修
正
を
迫
っ
て
い
る
。

第
四
章
で
は
、
一
九
二
八
年
の
治
安
維
持
法
改
正
と
、
そ
の
後
の
改
正
法
の
運

用
を
め
ぐ
る
政
治
過
程
が
分
析
さ
れ
て
い
る
。
二
八
年
の
法
改
正
に
よ
っ
て
、

「
国
体
を
変
革
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
結
社
を
組
織
し
た
る
者
又
は
結
社
の
役

員
其
の
他
指
導
者
た
る
任
務
を
担
当
し
た
者
」
に
対
し
て
死
刑
・
無
期
刑
を
課
す

こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
な
り
、
ま
た
「
日
本
共
産
党
の
活
動
を
支
え
て
党
の
目
的

に
寄
与
す
る
と
見
な
さ
れ
た
、
あ
ら
ゆ
る
行
為
を
罰
す
る
こ
と
」
を
可
能
と
す
る

目
的
遂
行
罪
が
創
設
さ
れ
た
（
九
六
頁
）。
そ
の
際
田
中
内
閣
は
、
議
会
で
審
議

未
了
廃
案
と
な
っ
た
改
正
法
案
を
ほ
と
ん
ど
そ
の
ま
ま
の
形
で
緊
急
勅
令
と
し
て

成
立
さ
せ
る
と
い
う
措
置
に
よ
っ
て
法
改
正
を
強
行
し
た
。
特
に
目
的
遂
行
罪
の

創
設
に
つ
い
て
は
司
法
省
刑
事
局
内
に
お
い
て
す
ら
消
極
的
見
解
が
あ
っ
た
に
も

関
わ
ら
ず
（
一
〇
六
〜
一
〇
七
頁
）、
原
嘉
道
司
法
大
臣
・
小
川
平
吉
鉄
道
大
臣

の
主
導
の
下
、
そ
れ
が
実
現
さ
れ
た
。
二
九
年
に
成
立
し
た
浜
口
雄
幸
内
閣
は
、

発
足
当
初
に
お
い
て
は
、
学
生
の
治
安
維
持
法
違
反
者
に
寛
大
な
措
置
を
心
が
け
、

合
法
的
な
社
会
運
動
の
保
護
を
呼
び
か
け
、
ま
た
思
想
犯
に
対
す
る
取
扱
い
を
改

善
す
る
構
え
を
見
せ
た
。
し
か
し
、
同
内
閣
も
三
〇
年
二
月
の
第
三
次
共
産
党
検

挙
を
機
に
取
り
締
ま
り
を
強
化
し
、
ま
た
大
審
院
も
目
的
遂
行
罪
の
拡
大
適
用
に

途
を
開
く
解
釈
を
提
示
し
て
い
っ
た
。
こ
れ
に
対
し
著
者
は
、「
確
か
に
、
浜
口

内
閣
は
田
中
内
閣
の
過
酷
な
方
針
を
改
め
た
が
、
改
正
法
の
拡
大
適
用
に
先
鞭
を

つ
け
た
こ
と
も
否
め
な
い
」
と
し
て
、「
一
九
三
〇
年
代
の
治
安
維
持
法
の
拡
大
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適
用
は
、
政
党
内
閣
の
時
代
に
準
備
さ
れ
た
」
と
い
う
見
解
を
提
示
す
る
（
一
二

六
頁
）。

第
五
章
で
は
、
政
党
内
閣
崩
壊
後
に
お
い
て
、
治
安
維
持
法
が
共
産
党
の
外
郭

団
体
、
宗
教
団
体
、
結
社
と
は
呼
べ
な
い
集
団
に
対
し
て
拡
大
適
用
さ
れ
、
同
時

に
司
法
省
に
よ
る
思
想
犯
の
「
転
向
」
政
策
も
本
格
化
し
て
い
く
過
程
が
分
析
さ

れ
て
い
る
。
ま
た
著
者
は
、
三
四
年
の
治
安
維
持
法
改
正
法
案
の
審
議
に
お
い
て
、

政
党
が
テ
ロ
か
ら
自
ら
を
守
る
た
め
に
か
つ
て
の
「
政
体
変
革
」
条
項
を
復
活
さ

せ
よ
う
と
し
て
い
た
こ
と
を
、「
政
党
の
凋
落
を
如
実
に
表
」
す
事
例
と
し
て
取

り
上
げ
て
い
る
（
一
四
八
〜
一
四
九
頁
）。
そ
の
上
で
、「
治
安
維
持
法
は
も
は
や
、

内
務
省
と
司
法
省
の
つ
く
る
治
安
維
持
の
シ
ス
テ
ム
に
組
み
込
ま
れ
、
膨
大
な
要

求
に
支
え
ら
れ
た
、
顔
の
見
え
な
い
怪
物
と
な
っ
て
い
た
。
問
題
は
、
一
九
二
〇

年
代
な
ら
ば
内
務
省
と
司
法
省
に
ま
だ
歯
止
め
を
か
け
ら
れ
た
で
あ
ろ
う
、
政
党

と
い
う
存
在
が
、
三
〇
年
代
に
は
す
っ
か
り
存
在
感
を
失
っ
て
い
た
こ
と
で
あ

る
」
と
本
章
を
締
め
括
っ
て
い
る
（
一
六
六
頁
）。

第
六
章
で
は
、
一
九
四
一
年
の
新
治
安
維
持
法
の
制
定
に
よ
っ
て
、
三
〇
年
代

の
拡
大
解
釈
の
追
認
、
検
察
の
側
に
有
利
な
刑
事
手
続
き
の
特
例
の
制
定
、
予
防

拘
禁
制
度
の
導
入
が
実
現
し
、
宗
教
団
体
・
反
戦
運
動
・
植
民
地
独
立
運
動
の
取

り
締
ま
り
に
猛
威
を
振
る
う
様
が
分
析
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
植
民
地
に
お
け
る
治

安
維
持
法
適
用
の
模
様
に
つ
い
て
も
、
近
年
進
展
を
見
た
植
民
地
官
僚
制
研
究
の

成
果
を
紹
介
し
つ
つ
、
過
不
足
な
く
ま
と
め
て
い
る
。

終
章
で
は
、
Ｇ
Ｈ
Ｑ
の
「
人
権
指
令
」
に
よ
っ
て
治
安
維
持
法
が
廃
止
さ
れ
る

過
程
と
、
団
体
等
規
正
令
及
び
破
壊
活
動
防
止
法
の
制
定
過
程
に
つ
い
て
簡
潔
に

述
べ
ら
れ
た
後
、
本
書
全
体
の
ま
と
め
が
な
さ
れ
て
い
る
。
著
者
は
、
治
安
維
持

法
の
制
定
・
展
開
過
程
は
政
党
の
消
長
と
パ
ラ
レ
ル
な
関
係
に
あ
っ
た
こ
と
に
つ

い
て
、
以
下
の
よ
う
に
ま
と
め
て
い
る
（
二
三
五
頁
）。

天
皇
主
権
を
建
前
と
す
る
明
治
憲
法
は
、
政
党
政
治
は
お
ろ
か
議
院
内
閣
制
す

ら
保
障
し
て
い
な
か
っ
た
。
そ
れ
で
も
一
九
二
〇
年
代
の
政
党
は
、
治
安
維
持

法
に
頼
る
こ
と
な
く
、
自
分
た
ち
の
政
治
的
自
由
を
確
保
す
る
こ
と
〔＝

「
政

体
変
革
」
条
項
の
削
除
〕
も
で
き
た
。
し
か
し
三
〇
年
代
に
な
っ
て
力
を
失
っ

た
政
党
は
、
治
安
維
持
法
の
拡
大
を
容
認
す
る
の
み
な
ら
ず
、
テ
ロ
か
ら
身
を

守
ろ
う
と
し
て
同
法
に
保
護
を
求
め
る
〔＝

「
政
体
変
革
」
条
項
を
復
活
さ
せ

る
こ
と
に
よ
っ
て
反
議
会
主
義
を
掲
げ
る
テ
ロ
を
取
り
締
ま
ろ
う
と
す
る
〕
有

様
だ
っ
た
。
そ
し
て
、
四
〇
年
代
に
政
党
が
消
滅
し
た
後
に
は
、
治
安
維
持
法

の
膨
張
を
抑
え
る
も
の
は
誰
も
い
な
か
っ
た
。

最
後
に
著
者
は
、「
政
党
政
治
に
と
っ
て
治
安
維
持
法
は
融
通
無
碍
で
御
し
が

た
い
『
鬼
子
』
だ
っ
た
」
と
し
て
、「
そ
れ
で
は
、
生
み
の
親
の
政
党
は
何
を
な

す
べ
き
だ
っ
た
の
だ
ろ
う
か
」
と
問
い
、
そ
れ
に
対
し
「
政
党
は
言
論
の
自
由
を

守
る
た
め
に
、
共
産
主
義
思
想
よ
り
も
ま
ず
不
当
な
暴
力
（
い
わ
れ
の
な
い
誹
謗

中
傷
も
含
ま
れ
る
）
を
排
除
す
る
こ
と
を
目
指
す
べ
き
だ
っ
た
」
と
答
え
て
み
せ

る
（
二
三
五
〜
二
三
六
頁
）。
ま
た
治
安
維
持
法
を
「
鬼
子
」
た
ら
し
め
た
「
国

体
」
と
い
う
文
言
も
、「
日
本
の
命
運
を
背
負
わ
せ
る
に
は
漠
然
と
し
す
ぎ
て
」

お
り
、「
政
党
は
何
を
守
る
か
を
明
確
に
す
る
た
め
に
、
も
っ
と
真
摯
に
言
葉
を

選
ぶ
べ
き
だ
っ
た
」
と
す
る
（
二
三
六
頁
）。

三

本
書
の
特
徴
は
、
戦
前
の
政
党
政
治
の
文
脈
の
中
に
治
安
維
持
法
を
め
ぐ
る
政

治
過
程
を
位
置
付
け
た
点
と
、
内
政
と
外
交
を
ト
ー
タ
ル
に
把
握
し
つ
つ
同
法
を

め
ぐ
る
ダ
イ
ナ
ミ
ズ
ム
を
描
い
た
点
に
求
め
ら
れ
る
だ
ろ
う
。
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ま
ず
前
者
の
点
に
つ
い
て
述
べ
る
。
そ
れ
に
際
し
、
治
安
維
持
法
の
研
究
史
を

評
者
な
り
に
ま
と
め
て
お
き
た
い
。
本
書
は
、
お
そ
ら
く
媒
体
の
要
請
に
よ
っ
て

研
究
史
の
整
理
が
や
や
簡
潔
で
あ
り
、
本
稿
に
お
い
て
そ
れ
を
補
う
こ
と
で
著
者

の
研
究
の
意
義
を
よ
り
明
確
に
す
る
こ
と
が
で
き
る
と
考
え
る
た
め
で
あ
る
。

治
安
維
持
法
に
つ
い
て
、
戦
後
の
歴
史
研
究
は
、
運
動
史
の
文
脈
の
中
で
付
随

的
に
触
れ
る
か
（
１
）
、「
転
向
」
の
よ
う
な
個
別
事
象
を
焦
点
化
す
る
に
留
ま
っ
て
い

た
（
２
）
。
こ
の
背
景
に
は
、
当
時
支
配
的
で
あ
っ
た
講
座
派
史
学
の
問
題
関
心
に
お
い

て
は
、
絶
対
主
義
的
な
天
皇
制
国
家
が
近
代
的
な
市
民
社
会
の
形
成
を
抑
圧
す
る

こ
と
は
あ
る
種
所
与
の
前
提
と
さ
れ
た
た
め
に
、
一
九
二
五
年
の
治
安
維
持
法
の

制
定
を
歴
史
叙
述
上
の
何
等
か
の
画
期
と
し
て
捉
え
る
と
い
う
見
方
が
生
ま
れ
に

く
か
っ
た
と
い
う
事
情
が
あ
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
そ
う
し
た
研
究
状
況
を
打
開

し
た
の
が
奥
平
康
弘
氏
と
渡
辺
治
氏
で
あ
る
（
３
）
。
両
氏
の
問
題
関
心
は
、
特
定
の
目

的
を
持
っ
た
結
社
の
組
織
行
為
・
加
入
行
為
を
犯
罪
と
し
て
認
定
し
、
そ
れ
に
法

規
制
を
加
え
る
と
い
う
当
時
の
先
進
資
本
主
義
国
に
お
い
て
普
遍
的
に
見
ら
れ
た

志
向
が
、
天
皇
制
国
家
の
下
に
お
い
て
ど
の
よ
う
な
特
殊
性
を
帯
び
つ
つ
発
現
す

る
の
か
と
い
う
点
に
あ
っ
た
。
ま
た
両
氏
は
治
安
維
持
法
を
め
ぐ
る
政
治
過
程
を

実
証
的
に
分
析
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
成
立
し
た
段
階
に
お
い
て
は
限
定
的
な
共

産
主
義
者
取
り
締
ま
り
法
と
し
て
認
識
さ
れ
て
い
た
同
法
の
性
格
が
段
階
的
に
変

化
し
て
い
く
模
様
や
、
内
務
官
僚
層
と
司
法
官
僚
層
の
構
想
の
相
克
を
明
ら
か
に

し
、
さ
ら
に
一
九
三
六
年
の
「
思
想
犯
保
護
観
察
法
」
を
「
内
容
上
も
形
式
上
も

「
治
安
維
持
法
」
と
一
体
の
も
の
（
４
）
」
と
し
て
積
極
的
に
位
置
付
け
る
な
ど
、
多
く

の
興
味
深
い
論
点
を
提
示
し
た
。
な
お
両
氏
の
研
究
に
続
き
、
荻
野
富
士
夫
氏
が

特
高
警
察
や
思
想
検
事
に
つ
い
て
の
緻
密
な
実
証
研
究
を
発
表
し
て
い
る
が
、
こ

れ
も
治
安
維
持
法
の
運
用
過
程
を
具
体
的
に
知
る
上
で
重
要
で
あ
る
（
５
）
。

し
か
し
以
上
の
研
究
は
、
天
皇
制
国
家
論
と
い
う
視
角
の
制
約
も
あ
っ
て
、
政

党
の
構
想
に
つ
い
て
は
十
分
な
検
討
が
及
ん
で
い
な
か
っ
た
。
そ
の
一
方
で
一
九

二
〇
年
代
の
政
党
を
扱
っ
た
先
行
研
究
は
、
反
動
的
な
政
友
会
と
社
会
政
策
に
理

解
の
あ
る
憲
政
会
（
民
政
党
）
の
対
抗
と
い
う
図
式
を
し
ば
し
ば
描
い
て
き
た
が
（
６
）
、

治
安
維
持
法
に
即
し
て
系
統
的
な
分
析
が
な
さ
れ
て
い
る
と
は
言
い
難
い
状
況
に

あ
っ
た
。
著
者
は
こ
う
し
た
先
行
研
究
状
況
に
着
目
し
、
治
安
維
持
法
の
制
定
・

展
開
過
程
に
お
い
て
政
党
が
果
た
し
た
役
割
を
系
統
的
に
分
析
し
た
。
こ
の
点
は

研
究
史
に
対
す
る
確
か
な
貢
献
と
し
て
高
く
評
価
さ
れ
る
べ
き
で
あ
ろ
う
。

そ
う
し
た
著
者
の
視
角
が
最
も
生
か
さ
れ
て
い
る
の
は
、
政
党
内
閣
の
内
在
的

分
析
を
行
う
こ
と
に
よ
り
、
当
時
彼
ら
が
有
し
て
い
た
選
択
肢
を
析
出
し
つ
つ
、

な
お
そ
れ
ら
が
治
安
維
持
法
の
改
正
・
適
用
拡
大
へ
と
収
斂
し
て
い
く
過
程
を
精

緻
に
跡
付
け
た
第
三
章
、
第
四
章
で
あ
る
。
特
に
田
中
内
閣
の
下
に
お
け
る
治
安

維
持
法
改
正
・
目
的
遂
行
罪
創
設
を
め
ぐ
る
政
治
過
程
を
分
析
し
た
部
分
に
つ
い

て
は
、
枢
密
院
議
長
で
あ
る
倉
富
勇
三
郎
の
日
記
（
国
立
国
会
図
書
館
憲
政
資
料

室
所
蔵
）
が
豊
富
に
引
用
さ
れ
、
読
み
応
え
の
あ
る
叙
述
に
な
っ
て
い
る
。
そ
の

中
で
も
印
象
に
残
っ
た
の
は
、
目
的
遂
行
罪
の
創
設
に
つ
い
て
は
司
法
省
内
に
お

い
て
す
ら
消
極
的
見
解
が
あ
っ
た
に
も
関
わ
ら
ず
、
田
中
内
閣
が
そ
れ
を
推
進
し

た
と
い
う
部
分
で
あ
る
。

こ
れ
は
貴
重
な
史
実
の
発
掘
で
あ
る
が
、
し
か
し
同
時
に
著
者
の
既
成
政
党
イ

メ
ー
ジ
に
疑
問
を
投
げ
か
け
て
い
る
事
例
な
の
で
は
な
い
か
、
と
も
思
わ
れ
た
。

お
そ
ら
く
著
者
は
、
既
成
政
党
を
「
共
産
党
を
弾
圧
す
る
体
制
側
の
勢
力
」（
�

頁
）
と
し
て
捉
え
る
の
で
は
な
く
、
治
安
維
持
法
の
膨
張
を
統
御
す
る
主
体
（
あ

る
い
は
少
な
く
と
も
そ
の
可
能
性
を
持
っ
た
主
体
）
と
し
て
捉
え
て
い
る
の
だ
と

考
え
ら
れ
る
。
こ
の
こ
と
は
、
一
九
三
〇
年
代
に
お
け
る
同
法
を
め
ぐ
る
政
治
過

程
の
分
析
に
際
し
、「
一
九
二
〇
年
代
な
ら
ば
内
務
省
と
司
法
省
に
ま
だ
歯
止
め

を
か
け
ら
れ
た
で
あ
ろ
う
、
政
党
と
い
う
存
在
」（
一
六
六
頁
）
と
い
っ
た
表
現
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を
用
い
て
い
る
こ
と
か
ら
も
窺
わ
れ
る
。
そ
の
場
合
、
こ
の
事
例
は
著
者
の
既
成

政
党
イ
メ
ー
ジ
の
中
に
ど
の
よ
う
な
形
で
位
置
付
け
ら
れ
て
い
る
の
だ
ろ
う
か
。

こ
の
点
に
つ
い
て
本
書
中
で
は
や
や
説
明
が
不
十
分
な
様
に
感
じ
ら
れ
た
。
ま
た
、

端
的
に
言
っ
て
、
な
ぜ
既
成
政
党
は
治
安
維
持
法
の
膨
張
を
防
ぎ
得
な
か
っ
た
の

か
―
や
は
り
既
成
政
党
の
階
級
性
の
問
題
な
の
か
、
政
権
に
就
く
こ
と
に
よ
る
方

針
の
転
換
な
の
か
、
一
部
の
幹
部
の
独
走
を
阻
止
し
得
な
い
党
の
組
織
構
造
の
問

題
な
の
か
、「
国
体
」
と
い
う
マ
ジ
ッ
ク
ワ
ー
ド
の
威
力
な
の
か
、
あ
る
い
は
そ

の
他
の
原
因
に
因
る
も
の
な
の
か
―
と
い
う
問
い
に
対
し
て
も
、
著
者
の
踏
み
込

ん
だ
回
答
を
伺
い
た
か
っ
た
。

次
に
本
書
の
二
つ
目
の
特
徴
で
あ
る
、
内
政
と
外
交
を
ト
ー
タ
ル
に
把
握
し
つ

つ
治
安
維
持
法
を
め
ぐ
る
ダ
イ
ナ
ミ
ズ
ム
を
描
い
た
と
い
う
点
に
つ
い
て
述
べ
た

い
。そ

う
し
た
著
者
の
視
角
は
本
書
の
随
所
に
生
か
さ
れ
て
い
る
。
例
え
ば
、
加
藤

高
明
内
閣
期
の
治
安
維
持
法
制
定
を
め
ぐ
る
政
治
過
程
を
、
治
安
維
持
法
に
よ
る

結
社
取
り
締
ま
り
と
ソ
連
と
の
条
約
に
よ
る
思
想
宣
伝
取
り
締
ま
り
と
い
う
構
想

を
キ
ー
と
し
て
分
析
し
た
点
、
一
九
二
〇
年
代
に
お
け
る
治
安
維
持
法
を
め
ぐ
る

内
務
省
と
司
法
省
の
対
立
を
、「
内
務
省＝

ソ
連
要
因
重
視
、
司
法
省＝
国
内
要

因
重
視
」
と
い
う
枠
組
み
で
も
っ
て
説
明
し
た
点
、
ア
ジ
ア
太
平
洋
戦
争
期
に
お

け
る
共
産
主
義
取
り
締
ま
り
方
針
と
外
交
上
の
日
ソ
接
近
路
線
と
の
間
に
微
妙
な

摩
擦
が
存
在
し
た
こ
と
に
つ
い
て
触
れ
た
点
な
ど
、
多
く
の
示
唆
に
富
む
指
摘
を

行
っ
て
い
る
。
ま
た
著
者
は
以
上
の
指
摘
を
行
う
に
当
た
り
、
膨
大
な
公
刊
史
料

を
読
み
込
む
だ
け
で
な
く
、「
外
務
省
記
録
」（
外
務
省
外
交
史
料
館
所
蔵
）
を
積

極
的
に
用
い
て
い
る
。

た
だ
し
、
こ
の
内
政
と
外
交
の
ト
ー
タ
ル
な
把
握
と
い
う
点
に
つ
い
て
は
、
著

者
の
視
角
が
非
常
に
意
欲
的
な
も
の
で
あ
る
だ
け
に
、
や
や
疑
問
に
感
じ
ら
れ
る

点
も
存
在
し
た
。
そ
れ
は
上
記
の
加
藤
内
閣
の
構
想
の
求
心
力
に
つ
い
て
で
あ
る
。

著
者
は
、
こ
の
構
想
の
下
に
憲
政
会
・
政
友
会
・
貴
族
院
・
内
務
省
・
司
法
省
の

合
意
が
形
成
さ
れ
た
と
評
価
し
て
い
る
（
本
書
第
二
章
）。
し
か
し
著
者
も
指
摘

し
て
い
る
よ
う
に
、
日
ソ
基
本
条
約
第
五
条
に
お
い
て
は
、
思
想
宣
伝
を
行
う
人

間
も
し
く
は
団
体
に
つ
い
て
は
、「
政
府
の
任
務
に
在
る
」
こ
と
か
、
政
府
か
ら

「
財
的
援
助
を
受
」
け
て
い
る
こ
と
が
明
ら
か
で
な
い
と
、
そ
の
活
動
を
規
制
で

き
な
か
っ
た
。
す
な
わ
ち
、
ソ
連
政
府
は
コ
ミ
ン
テ
ル
ン
と
の
関
係
を
認
め
な

か
っ
た
の
で
、
同
条
約
第
五
条
に
よ
っ
て
コ
ミ
ン
テ
ル
ン
に
よ
る
宣
伝
を
防
ぐ
こ

と
は
出
来
ず
、
そ
の
こ
と
が
枢
密
院
に
お
い
て
問
題
と
さ
れ
て
い
た
。
ま
た
当
の

加
藤
高
明
自
身
も
、「
露
国
の
政
府
は
共
産
主
義
の
政
府
で
あ
り
、
又
モ
ス
コ
ー

に
は
同
心
異
体
と
も
云
ふ
べ
き
第
三
イ
ン
タ
ー
ナ
シ
ョ
ナ
ル
〔＝

コ
ミ
ン
テ
ル

ン
〕
の
本
部
が
あ
る
の
で
あ
り
ま
す
」
と
党
大
会
に
お
い
て
演
説
し
て
い
る
よ
う

に
（
７
）
、
ソ
連
政
府
と
コ
ミ
ン
テ
ル
ン
が
「
同
心
異
体
」
で
あ
る
こ
と
に
つ
い
て
は
正

確
に
認
識
し
て
お
り
、
そ
う
で
あ
る
以
上
、
同
条
約
第
五
条
は
加
藤
か
ら
見
て
も

不
満
足
な
内
容
で
あ
っ
た
と
推
察
さ
れ
る
。
実
際
に
二
五
年
九
月
に
全
ロ
シ
ア
労

働
組
合
代
表
団
が
来
日
し
た
際
も
、
そ
れ
が
ソ
連
政
府
の
任
務
に
あ
る
と
認
定
す

る
こ
と
は
困
難
で
あ
っ
た
た
め
、
同
条
約
第
五
条
を
適
用
で
き
な
か
っ
た
。
こ
の

事
態
に
対
し
て
は
、
著
者
も
、「「
宣
伝
禁
止
条
項
」
は
締
結
か
ら
一
年
を
待
た
ず

に
形
骸
化
し
」
た
と
評
価
し
て
い
る
（
七
一
頁
）。
以
上
の
よ
う
に
見
た
場
合
、

加
藤
内
閣
の
構
想
の
求
心
力
に
つ
い
て
の
著
者
の
評
価
は
や
や
過
大
な
の
で
は
な

い
か
と
い
う
印
象
を
持
っ
た
。
む
し
ろ
加
藤
内
閣
の
下
で
治
安
維
持
法
が
成
立
し

た
理
由
に
つ
い
て
は
、
そ
の
政
策
構
想
よ
り
も
、「
二
つ
の
官
庁
と
二
つ
の
政
党

を
架
橋
し
た
」
加
藤
内
閣
（
三
〇
頁
）
の
調
整
能
力
の
方
に
求
め
る
べ
き
で
は
な

い
だ
ろ
う
か
。
無
論
、
著
者
も
こ
の
点
を
軽
視
し
て
い
る
わ
け
で
は
な
い
が
、
こ
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う
し
た
観
点
を
よ
り
打
ち
出
す
の
で
あ
れ
ば
、
対
立
傾
向
に
あ
る
内
務
・
司
法
両

省
の
構
想
を
法
案
と
し
て
収
斂
さ
せ
て
い
く
具
体
的
な
プ
ロ
セ
ス
や
、
与
党
間
の

調
整
や
貴
族
院
と
の
折
衝
の
実
相
な
ど
に
つ
い
て
も
、
よ
り
掘
り
下
げ
た
分
析
が

必
要
に
な
っ
て
く
る
だ
ろ
う
。

四

以
上
、
い
く
つ
か
愚
見
を
述
べ
さ
せ
て
い
た
だ
い
た
。
本
稿
に
は
評
者
の
無
能

ゆ
え
の
誤
読
や
論
旨
の
単
純
化
な
ど
が
多
々
あ
る
と
思
わ
れ
る
。
読
者
の
方
々
、

特
に
大
正
後
期
・
昭
和
戦
前
期
の
政
党
政
治
や
天
皇
制
に
関
心
を
持
つ
方
々
は
、

評
者
の
貧
し
い
書
評
に
満
足
す
る
こ
と
な
く
、
ぜ
ひ
本
書
を
直
接
手
に
取
っ
て
頂

き
た
い
。

註（
１
）

例
え
ば
、
松
尾
洋
『
治
安
維
持
法
』（
新
日
本
新
書
、
一
九
七
一
年
）
は

治
安
維
持
法
に
つ
い
て
の
ま
と
ま
っ
た
通
史
と
し
て
は
最
初
の
も
の
で
あ
る

が
、
そ
の
叙
述
の
本
筋
は
あ
く
ま
で
も
運
動
史
で
あ
る
。

（
２
）

思
想
の
科
学
研
究
会
編
『
転
向

共
同
研
究
』
全
三
巻
（
平
凡
社
、
一
九

五
九
〜
六
二
年
）
な
ど
。

（
３
）

渡
辺
治
「
一
九
二
〇
年
代
に
お
け
る
天
皇
制
国
家
の
治
安
法
制
再
編
成
を

め
ぐ
っ
て
」（『
社
会
科
学
研
究
』
二
七
‐
五
・
六
、
一
九
七
六
年
）、
奥
平

康
弘
『
治
安
維
持
法
小
史
』（
岩
波
現
代
文
庫
、
二
〇
〇
六
年
、
初
出
一
九

七
七
年
）。

（
４
）

前
掲
奥
平
『
治
安
維
持
法
小
史
』
二
頁
。

（
５
）

荻
野
富
士
夫
『
特
高
警
察
体
制
史
』（
せ
き
た
書
房
、
一
九
八
四
年
）、
同

『
昭
和
天
皇
と
治
安
体
制
』（
新
日
本
出
版
社
、
一
九
九
三
年
）、
同
『
思
想

検
事
』（
岩
波
新
書
、
二
〇
〇
〇
年
）、
同
『
特
高
警
察
』（
岩
波
新
書
、
二

〇
一
二
年
）。

（
６
）

粟
屋
憲
太
郎
『
昭
和
の
政
党
』（
小
学
館
、
一
九
八
三
年
）、
坂
野
潤
治

『
近
代
日
本
の
国
家
構
想
』（
岩
波
書
店
、
一
九
九
六
年
）。

（
７
）

一
九
二
五
年
一
月
二
十
日
の
憲
政
会
党
大
会
に
お
け
る
加
藤
高
明
演
説

（『
憲
政
会
史
』
七
一
四
〜
七
一
五
頁
）。
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